
医 師
業務負担軽減の取り組み

診療時間内での受診にご協力をお願いいたします。
（ 外来受付時間 【平日】 8:30～11:00 、 13:00～16:30 ）

主治医からの病状説明および検査・手術に関する説明は、原則として
【平日】9:00～12:00、13:30～17:00の時間帯に限らせていただきます。
※救急の場合はその限りではありません。

【 2025年度 各職種へのタスクシフト・タスクシェアの取り組み目標 】

 看護師

• 感染、褥瘡、認知症の認定看護師を目指す看護師の育成を行い、医師の負担軽減に取り組む
• 業務マネジメントを的確に行い、所定労働時間を超える手術や検査を時間内に納めるよう、関係各職種
の調整を行う

 医師事務作業補助者

• 令和8年度15対1(常勤換算16名)取得に向けての人材確保
• 耳鼻科外来の診療陪席(毎日)

 薬剤師

• 周術期における医師業務のタスクシフト・シェアの推進
• 薬剤師外来におけるがん化学療法を行う患者に対する事前介入
• 薬学的知識を元に処方代行入力、持参薬代行入力における幅の拡大
• 薬剤師の求人獲得による医師の負担軽減策の継続

 臨床検査技師

• 必要時、医師の検査依頼代行入力

 診療放射線技師

• 撮影部位の確認、全患者の検査オーダーの代行入力等行い医師の負担軽減を図る
• CTC（大腸CT）におけるガス注入を実施することで医師の負担軽減を図る

 臨床工学技士

• 麻酔補助業務
• 全身麻酔装置の操作

 管理栄養士

• 令和6年度の実績を継続
• 病棟担当制の栄養管理により、医師の負担軽減に努める

 理学療法士・作業療法士

• 各種保険、手帳申請書書類の身体計測を行い、申請書類作成の補助を行う
• リハビリテーション評価を行い、診断確定や書類作成のため補助を行う

 言語聴覚士

• 各種保険、手帳申請書書類の身体計測を行い、申請書類作成の補助を行う
• リハビリテーション評価を行い、診断確定や書類作成のため補助を行う
• 患者の嚥下状態に応じた食物形態等の選択を行い、指示入力の簡略化を図り医師の負担軽減を図る

• 掛け持ち陪席の解消
• 現在担っている業務の安定継続

• 病理診断における手術検体等の切り出し

• 手術室での静脈路確保・間接介助
• 内視鏡室における治療の直接介助


